






津波避難場所となる歩道部

ウォーキングコースとして定着

阿波しらさぎ大橋の整備効果アピール資料

■ 緊急輸送道路・避難場所

阿波しらさぎ大橋はウォーキングやジョギング
のコースとして人気があり、糖尿病死亡率が全国
ワースト１位である本県県民の健康増進の場とし
て活用されている。

■ 環境への配慮

取合いスロープ（右岸）

生息環境に配慮したLED歩道高欄内照明

↓案内板（市）

事 業 名：阿波しらさぎ大橋整備事業

路 線 名：都市計画道路 徳島東環状線

事業箇所：徳島市住吉６丁目～川内町鶴島

事業延長：１，２９１ｍ

幅 員：２５．５～３１．５ｍ

総事業費：約３０４億円

事業期間：平成１２年度～平成２３年度

事業概要 開通による交通量の変化

とくしまマラソン2012

開通前：平成22年道路交通センサス

開通後：平成24年9月26日

● 阿波しらさぎ大橋 14,283台

● 吉野川大橋（国道11号）

64,006台 → 51,809台【12,197台減】

徳島東環状線は緊急輸送道路に、ま
た阿波しらさぎ大橋歩道部分は津波の
一時避難場所に指定されており、南海
トラフの巨大地震等大規模災害に備
え、防災機能の向上が図られている。

■ 健康増進の場としての活用

環境配慮においては、ケーブルイグレット形式採用のほか、周
辺への光の漏れが少ないLED歩道高欄内照明を採用するなど、
生物の生息環境に配慮している。

なお橋が干潟の環境に与える影響については、軽微であると判
断している（鳥類はH25まで調査継続中）。

並行する吉野川大橋（国道11号）の交通量が

「２割」減少！！ 渋滞緩和に効果を発揮
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■ 交通量の変化（吉野川渡河部）
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■ 大松～安宅の所要時間の変化

国道11号経由 ３０分

国道11号経由 ２５分

阿波しらさぎ
大橋経由 １４分

開通前

５分
短縮

１６分
短縮

開通後

約２割を分担

開通後
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